実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生
２．実習にあたって

○　生徒の実態

中学校時代ワープロソフトの使用経験はあるが、自己表現の一つ場と意識して利用する　　　仕方は初めての経験である。文字入力はそれなりにできるが、文字装飾やレイアウトに気　　　をつかった使用も初めて経験する生徒が多い。
○　実習環境、使用ソフト等

　　　　機械：デスクトップ型, Windows2000Professional, Office2002 Professional 
　　　　LAN：100Base-T, サーバはWindows2000Serverで、NTドメインを作成して利用

　　　　　　　使用に際し生徒は各自のﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄとﾌｫﾙﾀﾞを持つ

　　　　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ：県教育センター, ｹｰﾌﾞﾙTVﾈｯﾄ
　　　　　　
３．実践内容

最初の３時間について、副教材の例題を完成させる方法を用いて、ワープロソフト利用を自学自習させた。特に文字装飾やレイアウト、図形の作成方法と写真の取り込み方法に注意させた。その後、４時間を与えて自己紹介文を作成させた。
４．実践結果と考察

自学自習によるワープロソフト利用実習では、生徒は皆例題と同じ内容にしようと一生懸命励んでいた。思い通りいかない場合は隣の友人と助け合ったりして、あきらめたり手抜きをしようとする生徒はほとんど皆無であった。またその間、机間巡視ができ、つまずきやすい箇所　が発見できたし、それぞれの生徒の習熟度合いもみてとることができた。
自己紹介文の作成の際は、事前のワープロソフト練習がきいたのか、比較的抵抗感なく手をつけていく生徒が多かった。ただ、お薦めスポットの地図についてはやはり面倒という理由で、Web上からコピーしてきて良いかとの質問が何人からか出てきた。改めて著作権についての認識をさせる必要性が感じ取れた。
５．今後の課題

著作権についての説明をしたが、少し深くやりすぎた感がある。ここではまずは作品完成に力を注ぐことができるよう軽く扱った方が良かった。また客観的に評価できるようにと、１００点満点法で評価したが、採点に時間がかかり大変であった。５段階や３段階で評価した方が良かったかもしれない。後、インクジェットのカラープリンタが教師用の１台しかなく、生徒の作品は白黒印刷で行ったが、せっかくのカラフルなパソコン画面が反映されず、残念がっていた生徒がいた。最初に断ってあったとはいえ、何とかカラー印刷での作品提出が考えられないか模索したい。　
